平成２０年３月５日に本学総合研究所において、第２２期東京ベンチャー留学ならびに第１回課題解決型インターンシップの報告会を開催しました。出席者は株式会社エクセニシムラの西村常務はじめほか２名の社員、本学総合研究所宮入所長はじめ教員・学生が熱心に報告を聞き、質問や意見交換が２時間に亘り行われました。とくに、課題解決型インターンシップは株式会社エクセニシムラの協力のもと、苅田工場にて実施し、報告後の課題も株式会社エクセニシムラより改善した点を文書にていただき感謝されました。
第１回課題解決型インターンシップの報告
【経済学部経営学科３年　力武晋也】
今回、初めての取り組みで行った課題解決型インターンシップは私たちにとって、貴重な経験をさせて頂きました。リーダーシップや計画を立てて実行する喜び、達成感を学びました。メンバー個々も次のアクションへの１歩になったのではないかと思います。
株式会社エクセニシムラ様には、大変感謝をしています。ありがとうございました。
【経済学部経営学科３年　藤田哲弥】
初めての試みだったので、分からないことも沢山ありました。でも、参加メンバー全員が考え、解決した事は、大切な財産になったと思います。協力して下さった先生方、企業の方にこのような機会を頂き、ありがとうございました。
【経済学部経営学科３年　花城沙緒利】
会社に入って作業をしたわけではありませんが、凄く近くから会社を見る事が出来たと思っています。これからさまざまな業種の課題解決をする事が出来たらと思っています。
【経済学部経営学科３年　万代可那子】
初めての試みで上手く出来るかどうか心配でしたが、思ったよりも提案が出来て良かったです。また、メンバー個々の色々な視点があり、勉強になりました。そして、全員で１つの事に向かって何かアクションを起こすことは、とても楽しかったです。次回も出来るチャンスがあれば参加をしたいと思います。

【経済学部経営学科２年　大西宏明】
今回の課題解決型は、初めての体験で不安とワクワクで複雑な気持ちでした。提案自体は、大した提案は出来ませんでしたが、私たちの意見を親身に聞いて下さったので、やりがいがあり、頑張らねばという使命感が強くなりました。とても貴重な経験をさせて頂いたと思います。
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